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『 月 秋 』

　葉っぱの色が変わるのはいつ

だろう。夏の暑さが和らぐとそ

んなことを思います。私にとっ

ての秋の始まり。こどもの頃、

道端の赤や黄色の葉っぱを見つ

けては“１番キレイな葉っぱ探

し”に夢中でした。机に並べて

形にしたり服につけてブローチ

にしたりして楽しんで。今年は

枠にいーっぱいペタペタ葉っぱ

をくっつけて『 額 』つくっち

ゃおっかな。書きながら今思い

付いたんですけど…　うん。愛

でた後、今年はそれで。うん、

うん。楽しそう。 

　9 月 4 日（土）、第 8 回市民公
開講座「がんとともに生きる－患
者会とがんサロン－」を岡山済生
会ライフケアセンター　やすらぎ
ホールにて開催いたしました。市
民公開講座は地域がん診療連携拠
点病院として、市民の方を対象に
がんの予防や早期発見等をテーマ
に毎年開催しています。今年は連
日の猛暑にもかかわらず113名の
方々に参加していただきました。

　まず、岡山大学大学院医歯薬学

総合研究科緩和医療学講座教授の

松岡先生に「あなたがいるから元

気になれる」というテーマで講演

をしていただきました。「緩和医療、

がん生存学」「がんの話」「生きる

ということ、生きがい」「がんを超

えて生きる」といった内容の講演

でした。不安や恐怖のため痛みを

認められず、痛みを上手く伝えら

れないといった苦痛を感じている

がん患者さんは多くいらっしゃい

ます。がん患者さんにとって、生

きるということ、生きがいとは何

なのだろうか。それは他人との関

係が良好で自分の存在を認められ

たときだと教えていただきました。

周りが関心を持ってあげることで、

生きる力を与え、痛みや苦しみが

和らぐそうです。痛みを緩和させ

るため、がんを乗り越えるために

大切なことは周りとの信頼関係に

あり、関心を持ち支えてあげるこ

となのです。つまりそれが、「あな

たがいるから元気になれる」とい

うことでした。

　次に、「りんごの会」「もみじ会」

「あしたの会」の 3 つの患者会と

がんサロン「サロンさいせい」の

紹介をしました。「りんごの会」

は当院で乳房の手術を受けた方と

乳がん患者さん、「もみじ会」は

人工肛門を造設した方とストーマ

外来に通院している患者さん、「あ

したの会」は婦人科のがん患者さ

ん、「サロンさいせい」は当院受

診歴のあるがん患者さんとその家

族を対象に活動しており、当院の

世話係が会の概要や活動紹介を行

いました。続いて各患者会の方か

ら会に参加しての感想等を発表し

ていただきました。みなさん大変

緊張されたと思いますが、患者会

に参加することで同じ立場で語り

合い、お互いに勇気を与え前向き

に治療をしていくことができる、

患者同士で支え合い乗り越えられ

ると、笑顔でお話をされていまし

た。演者に患者さんを迎えての講

演は初めての取り組みで、参加者

アンケートにも「患者会の方のお

話をもっと聞きたかった」「患者

会の必要性と重要性がよくわかっ

た」という感想が多数あり、素晴

らしい会になったと思います。が

んを超えた人生のお話でもあった

ように感じました。

　患者会とがんサロンの方々をは

じめ、ご参加くださった皆様あり

がとうございました。
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